
 日 時  令和３年６月２１日（月） １９時～２０時３０分 

場 所  周南市役所本庁舎 多目的室 

出席者  小林武生委員（地域包括会長）、服部委員（地域密着会長・地域包括 

副会長）、濱田委員、武居委員、河村委員、柳委員、松田委員、 

木原委員、高辻委員、伊藤委員、三芳委員、 

【出席１１名、欠席２名】 

事務局  地域福祉課長、指導監査室長、高齢者支援課長 他８名 

傍聴者 １名 

 

  

  

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

１ 地域福祉課長あいさつ 

 

２ 議事 

【令和３年度第１回周南市地域包括支援センター運営協議会】 

 

（１）指定介護予防支援業務の受託申請について 

 

〇事務局  

介護予防サービス計画作成について、指定居宅介護支援事業者へ委託することがで

きるが、地域包括支援センター運営協議会での承認を得ることとなっている 

令和２年度は２事業者より新規申請があったため、当会議にて諮りたい 

 

〔質疑なし〕 

 

指定介護予防支援業務の受託申請について 

  〔挙手承認〕 

 

（２）令和３年度地域包括支援センター運営方針について 

４ 令和３年度重点取組方針（２）身近な相談支援窓口としての周知 についての承認 

 

○資料により、事務局から説明 

 

○会長より補足説明 

周南市内での認知度が低いため、周知のための地区民生委員児童委員協議会定例会や

地区福祉員研修会等の地域組織、関係機関を具体的に明記した 

令和３年度第１回周南市地域包括支援センター運営協議会及び 

地域密着型サービス運営委員会議事録（要点筆記） 



〔質疑なし〕 

 

４ 令和３年度重点取組方針 （２）身近な相談支援窓口としての周知について 

〔挙手承認〕 

 

（３）（４）周南市地域包括支援センター報告 

・令和２年度地域包括支援センター事業報告及び決算報告 

・令和３年度地域包括支援センター事業計画及び収支予算 

○資料により、各地域包括支援センターから説明 

 

〔質疑〕 

○委員 

 ケアマネジメント件数の実件数と述べ件数の内容について 

 

○事務局・地域包括支援センター 

・介護予防支援・ケアマネジメントＡの実件数は、令和 3年 3 月分の件数で、述べ件

数は令和 2年度全体の件数であげている 

・1 ケースあたり、3 ヶ月に 1 回評価し、半年に 1 回プラン作成（年 2 回）を行って

いる 

 

○委員 

・虐待対応に関して市と地域包括支援センター合同研修の開催は 

 

○事務局・地域包括支援センター 

現時点で合同研修の開催はないが、県開催の権利擁護関係研修へ参加 

 

○委員 

・平成 30 年度厚労省マニュアルのフローチャートに沿った終結までの運用は行われ

ているか 

・市と地域包括支援センターで虐待の研修等を行うなど、共通理解した上で取り組ん

でいくべきではないか 

 

○委員 

 人員不足における業務の負担はないか 

 

○地域包括支援センター 

・人員配置においてクリアしていても、業務が煩雑で今の人員では難しい部分がある 



・居宅介護支援事業所への委託件数には限りがあり、ケアプラン作成の時間が業務を 

圧迫している 

・行政との連携の必要性 

・総合相談は予約も時間制限もなく、訪問等もあるので、時間調整が難しい 

 ・職員の人材確保が難しい 

 

○委員 

 負担解消のために改善が必要ではないか 

 

○会長 

・地域福祉推進の観点から、重要な機関である地域包括支援センターを支えていく 

・毎年、人材不足を聞いている。周南市としてもセンター機能強化が求められている 

 

 

【令和３年度第１回周南市地域包括支援センター運営協議会終了】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【令和３年度第１回周南市地域密着型サービス運営委員会】 

 

（１）副委員長の選出 

前任者が異動で委員の交代があったため、副会長が不在となった。 

 

副会長の選出について 

・木原委員が推薦される。 

異議なく、木原委員に決定。 

 

（２）指定地域密着型サービス事業者の異動について 

 

○事務局 

 ・指定地域密着型サービス事業を廃止、休止又は再開する場合は、その旨を市町村長に届 

けなければならない。 

・今回、廃止の届出が１件あった。 

   

  廃止届 

  地域密着型通所介護「通所介護アクアクラブ」 

 ・事業所所在地は光市。 

・県から市に地域密着型通所介護の指定権限が委譲される以前から、本市の利用者が当事 

業所を利用。 

・コロナ禍の影響等で運営が困難になったとの理由から、令和３年３月３１日に事業を廃 

止した。 

・利用者は 1名で、他事業所へ移行している。 

 

〇会長 

意見のある方は。 

 

 〇委員 

  周南市の利用者の（他事業所への）移動は終わっているということでよろしいか。 

  

 〇事務局 

  令和３年度から周南市内の他の通所介護事業所の方へ移行されている。途切れなくサ

ービスが提供されていることを確認している。 

 

〇会長 

意見のある方は。 



〔質疑なし〕 

 

以上で議題は終了とする。 

 

【令和３年度第１回周南市地域密着型サービス運営委員会終了】 

 


